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本町のまちづくりに、住民一人一人が自らの問題として向き合い、

県・市町・産官学金労言等の各分野の事業者や団体等が

総力を結集して取り組むための指針です。

時津町では、まちづくりの最上位計画と位置づけています。

総合計画はどんな計画？



　これまで本町では、第５次総合計画における将来像「生活都市とぎつ ～誰もが住みたく
なる町へ～」の実現に向けて、住民の皆さまをはじめ、事業者や団体等の多様な主体ととも
に様々な取組を進めてまいりました。
　そうした中で、人口減少や少子高齢化、大規模な自然災害の頻発、新型コロナウイルス感
染症の世界的拡大など、地域社会の持続可能性にとって脅威となりうる変化や新たな課題
が生じています。
　今後、本町が社会の変化・課題に対応し、持続可能なまちづくりを進めていくためには、中
長期的な将来を見通しながら、ＳＤＧｓ等の新たな視点や発想を積極的に取り入れつつ、ま
ちづくり全体で整合性のとれた計画を構築することが重要です。
　今回、第６次総合計画を策定するにあたり、これまでのまちづくりへの評価と現在の課題、
また、これからのまちづくりに対する要望をお聞きするために住民の皆さまへのアンケートを
実施いたしました。
　その結果、91.5％と多くの方から「住みよい町」との評価をいただきました。また、一方で
は、これまでも課題となっていた道路環境や交通利便性の問題解消に向け、継続して取り組
むことを求められています。
　このことから、第５次総合計画におけるまちづくりの方向性を継承するとともに、本町にお
住いの方々にこれからも「住み続けたい」と思っていただけるような施策を実施したいとの思
いから、第６次総合計画における10年後の将来像を「生活都市とぎつ ～誰もが “住みたい” 
“住み続けたい” 町へ～」と定めました。
　住民の皆さまに、「時津町に住んでいてよかった」と実感していただき、「住み続けたい」と
思っていただけるような「まちづくり」に取り組んでまいりますので、皆さまのご支援とご協力
をお願いいたします。
　最後になりましたが、計画策定にあたり、住民アンケートやパブリックコメントにご協力い
ただきました方々、また、貴重なご提言をいただきました総合計画審議会委員の皆さま、町議
会議員の皆さまに心より感謝申し上げます。

　令和３年　６月　
 時津町長　吉田　義德

　　ご あ い さ つ

　　　誰もが “住みたい”“住み続けたい”町へ
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　第６次総合計画は、「基本構想」「基本計画」および「実施計画」で構成します。なお、実
施計画については、毎年度事業を評価･検証し、見直しを行うローリング方式により進行管理を
行うため、本計画には「基本構想」「基本計画」のみ掲載することとします。

　「基本構想」「基本計画」および「実施計画」の計画期間は次のとおりです。

行政運営を総合的かつ計画的に行う指針となるもので、本町の長期的
視点からの将来像およびそれを達成するために必要な施策の大綱を明
らかにするものです

「基本構想」に掲げる将来像を実現するため、本町が今後取り組むべ
き主な施策等について、その展開の考え方等を示すものです

「基本計画」に示された主要事業の具体的な実施内容を明らかにする
もので、時津町における毎年度の予算編成・組織機構・人事計画など
の経営方針となるものです

・行政運営を総合的かつ計画的に行う指針となるもので、本町の長期的
視点からの将来像およびそれを達成するために必要な施策の大綱を
明らかにするものです

・「基本構想」に掲げる将来像を実現するため、本町が今後取り組むべき
主な施策等について、その考え方等を示すものです

・「基本計画」に示された主要事業の具体的な実施内容を明らかにする
もので、時津町における毎年度の予算編成・組織機構・人事計画など
の経営方針となるものです

・行政運営を総合的かつ計画的に行う指針となるもので、本町の長期的
視点からの将来像およびそれを達成するために必要な施策の大綱を
明らかにするものです

・「基本構想」に掲げる将来像を実現するため、本町が今後取り組むべき
主な施策等について、その考え方等を示すものです

・「基本計画」に示された主要事業の具体的な実施内容を明らかにする
もので、時津町における毎年度の予算編成・組織機構・人事計画など
の経営方針となるものです

１　計画の構成と期間

１　計画の構成

２　計画の期間
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（１）調査の目的
　本調査は、「第６次時津町総合計画」の策定にあたって、町民の方々に、まちづくりに関す
るご意見・ご要望等をお聞きし、計画策定のための基礎資料として活用するために実施したも
のです。
（２）実施概要
＜調査の方法と調査対象者＞
調査対象者 20歳以上の住民から無作為抽出
調 査 期 間 令和元年 11月４日～ 12月５日
調 査 方 法 郵送による配布・回収

＜配布と回収状況＞
配 布 数 有効回収数 有効回収率
5,000 票 1,563 票 31.3％

（１）住みよい・住み続けたいまち
　第５次総合計画の目指す将来像として「生活都市とぎつ　～誰もが住みたくなる町へ～」が
定められている中で、多くの住民が町の住みよさを評価し、今後も住み続けたいと考えていま
す。
　人口減少社会における持続可能なまちづくりに向けて今後も「住み続けたくなるまちづく
り」が重要です。

※�調査結果の比率は、その設問の回答者
数を母数（ｎと表記）として、小数点
第２位を四捨五入して算出しているた
め、合計が100％にならない場合があり
ます。また、複数回答形式の場合は、
特殊な場合を除き、回答比率の合計が
100％を超えます。

■ 時津町の住み良さ ■ 定住意向
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住み良い

どちらかといえば住みにくい

不明

どちらかといえば住み良い

住みにくい
今の場所に住み続けたい

近くの市や町、村へ移りたい

県外に移りたい

町内の別の場所に移りたい

県内のどこかへ移りたい

不明

前回
n=1,598

今回
n=1,563

38.0% 53.5%
5.2%

1.2%

38.2% 52.1%
6.4%

1.3%

2.0%

1.9%
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前回
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今回
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81.0 %
4.8%

3.3%

2.4%

80.2%
6.1%

3.4%

1.3%

6.6%

6.9%

1.9%

2.0%
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県外に移りたい
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不明
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38.2% 52.1%
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1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回
n=1,598

今回
n=1,563
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２　まちづくりに対する住民ニーズ

１　まちづくり住民アンケートの実施概要

２　調査結果からみる強み
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（２）便利なまち
　本町の買い物環境をはじめとした「便利さ」は、住民が評価する本町の「住みよさ」につな
がる大きな要因になっていると考えられます。
　将来的にも「便利で快適に暮らせる町」が求められており、今後もこうしたニーズに対応し
たまちづくりの推進が必要です。

（３）安全・安心なまち
　近年、大規模な地震や風水害といった自然災害が頻発する中で、本町の安全・安心なまちと
いうイメージは、住民の「定住」の視点からも大きな強みであるといえます。
　今後も安全・安心のまちづくりに向けて、防災・減災や防犯などに取り組むことを求められ
ています。

■ 望む町の将来像

■ 特に力を注ぐべき分野（安全）

■ 特に力を注ぐべき分野（産業）

■ 時津町のイメージ

そう思う

0％

n=1,563

n=1,563 n=1,563

n=1,563
10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

美しい自然環境につつまれた、花と緑がいっぱいの町

活力ある産業の町（経済的に豊かな町）

多くの人が訪れる観光・交流の町

便利で快適に暮らせる町

健康で安心して暮らせる町

教育・文化・スポーツ等の水準の高い町

町民同士がふれあい豊に暮らせる町

その他

不明

（回答は２つまで）

（回答は２つまで）

（回答は２つまで）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

農林業（漁業）の振興

既存の工業（製造業）の育成

工場など新たな企業の誘致

地域の素材を活かした加工産業の育成

商業の振興

観光産業の振興

その他

不明

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

犯罪対策（暴力団犯罪・外国人犯罪・
ハイテク犯罪の防止など）の強化

住民と行政が一体となった安全な地域づくり活動の
推進（こども110番、防犯パトロール活動など）

詐欺的商法などからの消費者の保護
（警察等での相談体制の充実など）

自然災害を防止するための公共事業

交番・駐在所などの充実

信号の整備など交通安全対策の充実

その他

不明

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

不明そう思わないさほど思わないやや思う

明るい町である

美しい町である

便利な町である

活気のある町である

豊かな町である

個性的な町である

有名な町である

自慢できる町である

ふれあいのある町である

郷土愛のある町である

子育てしやすい町である

安心・安全な町である

36.7%

37.7%

22.6%

46.5%

15.1%

30.6%

2.1%

2.5%

24.4%

29.4%

30.1%

36.7%

44.7%

15.7%

2.0%

4.5%

32.9% 47.1% 16.2%
1.9%

1.9%
2.9%

2.3%
3.5%

1.2%
2.9%

1.9%
3.5%

2.0%

9.8% 2.3%

5.4%

1.7%
5.9%

1.7%
4.9%

2.7%
4.4%

3.5%
3.0%

1.5%

20.6% 48.6% 25.6%

51.7% 33.7% 10.0%

28.4% 43.4% 23.4%

23.5% 44.2% 26.8%

27.6% 51.8

9.3% 28.7% 45.9% 13.9% 2.2%

16.8% 44.4% 31.7%

15.3% 44.5% 32.6%
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22.8% 53.6% 19.0%

21.5%

25.0%
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4.4%

8.4%
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21.5%

25.0%

65.4%

51.1%

12.7%

12.1%

2.6%

1.5%

4.4%

8.4%

6



　第６次総合計画が目指す 10年後の将来像を、次のように設定します。

　10年後（令和 12年）の総人口として、28,600 人の維持を目指します。

３　時津町の将来像

１　将来像

２　将来人口フレーム

○�以前、本町で暮らしていた人をはじめ、町外で暮らす人が “住みたい”と思う町、またすべて
の住民が “住み続けたい”と思う町を目指して、10 年後の将来像を定めることとします。
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（１）土地利用の基本方針
　本町の土地利用については、人口減少や少子高齢化などの社会経済情勢の変化へ対応するた
め、限られた土地資源や交通資源を有効に活用し、コンパクトなまちの形成を図り、適正な土地
利用の誘導を行いながら、人々が行き交い、活力のある、誰もが安心して暮らし続けられるまち
づくりを目指します。

（２）地域別土地利用の方針
　４つの土地利用区分に大別し、その整備の方針は以下のものとします。

①　骨格沿道有効利用地
　国道沿線を中心に、本町の都市機能を担う地域として、秩序ある業務集積や商業集積を
進めるとともに、人々が行き交う沿道利用促進に努めます。

②　住宅市街地
　安全・安心とともに、住空間としての美しさや潤いにも配慮し、“生活都市 ”にふさわしい、
“住みやすく”“ 住む楽しさ ”がある快適でコミュニティ豊かな居住環境の整備に努めます。

③　臨海部埋立地
　地域活力の基盤となる雇用を確保するため、工場の操業など産業集積を維持するとともに、
海からの玄関口として、また、住民が親水場所として集える場としての保全に努めます。

④　農林漁業地
　農地や豊かな自然環境の保全と整備を図り、良好な集落・農林漁業地の形成に努めます。

日並郷・時津第 10工区付近（平成 23年撮影） （令和３年撮影）

３　土地利用構想
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　将来像「生活都市　とぎつ　～誰もが “住みたい ”“ 住み続けたい ”町へ～」の実現に向けて、
６つ基本目標を設定し、これに基づく分野ごとの施策を展開していくこととします。
　また、こうした施策の展開により、国際社会全体の開発目標であるＳＤＧｓ（持続可能な開
発目標）の達成につなげます。

４　基本目標

にぎわいのある快適なまちを創る（都市基盤）

活力と夢のあるまちを創る（産業振興・地方創生）

健やかで笑顔のあるまちを創る（福祉・健康・医療）

安全・安心で美しいまちを創る（安全・安心・環境）

豊かな心と学びのあるまちを創る（教育・文化・スポーツ）

みんなの参加でまちを創る（協働・行財政運営）

基  本  目  標
１

２

３

４

５

６

SDGs とは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、
2015 年９月の国連サミットで採択された、国連加盟 193 か国が 2016 年～ 2030 年の 15
年間で達成を目指す国際社会全体の 17の開発目標のこと
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　計画的な土地利用、バランスのとれた市街地整備を進めるとともに、生活の基盤である上下水道や、効

率的・合理的な道路・交通網の整備を図り、にぎわいと快適さのある空間形成を進めます。

　また、こうしたにぎわいや快適さといった、本町の強みを活かしつつ、新しい生活様式にも対応できる

情報基盤の整備や住居の確保、さらに住民の郷土意識の高揚等を図り、定住を推進していきます。

Ⅰ．土地利用と市街地整備
関連する
ＳＤＧｓ      

主な施策
①計画的な土地利用の推進 ②快適な市街地の整備

③宅地の整備・供給 ④公園・緑地の整備

Ⅱ．定住の推進
関連する
ＳＤＧｓ      

主な施策
①安心して暮らせる住居の確保支援 ②郷土意識の高揚

③情報基盤の整備 ④移住・定住促進事業の推進

Ⅲ．上下水道の整備
関連する
ＳＤＧｓ

主な施策
①安定的な水道供給 ②下水道施設の整備

③上下水道事業の健全化

Ⅳ．道路・交通体系の構築
関連する
ＳＤＧｓ     

主な施策
①道路網の整備 ②快適で安全な道路環境づくり

③歩くまちづくり ④公共交通の整備

時津中央第２土地区画整理事業（平成 28年撮影） （令和３年撮影）

５　基本計画 （前期基本計画：令和 3年度から令和 7年度）

基本目標 にぎわいのある快適なまちを創る（都市基盤）1
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　農業・水産業の振興に向けて、生産・経営基盤の強化・安定化を図るとともに、農産物や大村湾の恵み

等を活かした「とぎつブランド」の確立を推進します。

　また、「商工業のまち」として発展してきた本町の強みを活かし、市街地のにぎわいの形成と併せ、地

元商店の活性化や中小企業への支援などを進めます。

　さらに、崎野自然公園のコテージや鳴鼓岳の眺望等を活かした地域活性化、交流人口や関係人口の拡大

も含め、地方創生の取組を推進します。

Ⅰ．農業・水産業の振興
関連する
ＳＤＧｓ      

主な施策
①農業の生産条件の整備 ②農業経営基盤の強化

③漁業経営の安定化 ④とぎつブランドの確立

Ⅱ．商業の振興
関連する
ＳＤＧｓ      

主な施策
①経営基盤の強化、魅力化の促進 ②地元商店の活性化

③地域に密着した商業環境づくり

Ⅲ．工業の振興
関連する
ＳＤＧｓ      

主な施策
①企業誘致の推進 ②まちづくりへの参加・協力の促進

③中小企業への支援

Ⅳ．地方創生の推進
関連する
ＳＤＧｓ     

主な施策 ①観光資源の整備・活用 ②観光振興推進体制および振興方策の
　強化・充実

基本目標 活力と夢のあるまちを創る（産業振興・地方創生）2
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　少子化・高齢化が進行し、社会保障制度のあり方も変化していく中で、誰もが支え手となる地域共生社

会の実現に向けて、住民、地域、事業所や団体、行政等の多様な主体が一丸となって様々な課題解決に取

り組んでいくことのできる体制づくり・仕組みづくりを進めます。

　また、高齢者や障害者、子ども・子育て世帯等、すべての住民が健やかに暮らすことができるように、

健康・医療・福祉関連の公的サービスの充実を図ります。

Ⅰ．地域福祉の推進
関連する
ＳＤＧｓ   

主な施策 ①福祉の心の醸成 ②地域福祉推進体制の充実
③地域福祉活動の促進

Ⅱ．高齢者福祉の充実
関連する
ＳＤＧｓ     

主な施策
①高齢社会対策の強化 ②在宅サービスの充実
③生きがい対策の充実 ④高齢者福祉の育成および活動促進
⑤高齢者支援体制の充実

Ⅲ．障害者福祉の充実
関連する
ＳＤＧｓ      

主な施策
①障害の予防と早期発見 ②生活支援の充実
③療育支援の充実 ④社会参加の促進
⑤差別の解消および権利擁護の推進

Ⅳ．子ども・子育て支援の充実
関連する
ＳＤＧｓ    

主な施策 ①保育の充実 ②児童の育成環境の整備
③子育て支援の充実 ④ひとり親家庭への支援の充実

Ⅴ．健康づくり・医療の充実
関連する
ＳＤＧｓ     

主な施策 ①健康づくりの推進 ②保健事業の充実
③医療の充実 ④感染症対策の充実

Ⅵ．社会保障の適正運用
関連する
ＳＤＧｓ     

主な施策 ①国民健康保険事業の推進 ②高齢者医療事業の推進
③国民年金事業の推進 ④低所得者福祉の推進

基本目標 健やかで笑顔のあるまちを創る（福祉・健康・医療）3
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　海・山に囲まれた本町の立地を踏まえ、自然との共生に向けて、自然環境の保全とこれを活用した潤い

のある景観形成に取り組むとともに、防災体制の強化等により、災害の未然防止を図ります。

　さらに、人・ものが集まる本町の特徴を踏まえ、住みやすさの原点である安全・安心な暮らしを確保す

るため、住民をはじめとした地域の多様な主体と連携し、防犯や交通安全を推進するとともに、消防や救

急体制の強化に努めます。

Ⅰ．自然環境の保全と景観形成
関連する
ＳＤＧｓ      

主な施策
①自然環境の保護・保全 ②自然環境の保全活動の促進

③環境美化の促進 ④美しい景観の形成

Ⅱ．ゴミ処理・公害対策
関連する
ＳＤＧｓ    

主な施策
①ゴミの収集・処理体制の充実 ②ゴミ減量化の推進

③公害防止の推進

Ⅲ．総合的な防災の推進
関連する
ＳＤＧｓ    

主な施策
①防災体制の充実 ②防災活動の充実

③災害発生の未然防止

Ⅳ．消防・救急体制の構築
関連する
ＳＤＧｓ    

主な施策
①消防関連施設・設備の充実 ②消防組織・体制、活動の充実

③救急・救助体制の強化

Ⅴ．防犯・交通安全の推進
関連する
ＳＤＧｓ     

主な施策
①防犯体制の充実 ②交通安全環境の整備

③交通安全活動の充実 ④消費者保護の充実

基本目標 安全・安心で美しいまちを創る（安全・安心・環境）4
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　持続可能なまちづくりの根幹となる“人”の育成に向けて、本町の未来を担う子どもたちが、学校・家

庭・地域といったつながりの中で、学び・育つ教育環境の整備に努めます。

　さらに、生涯にわたって学ぶ意欲を持ち続けることのできる環境づくりや、スポーツ、文化・芸術活動

の推進や歴史・伝統の継承を通して、住民の心の豊かさを育成していきます。

Ⅰ．学校教育の充実
関連する
ＳＤＧｓ       

主な施策

①確かな学力の向上 ②豊かな心の育成

③健やかな体の育成 ④学習の機会均等の確保

⑤教職員の資質向上 ⑥安全・安心な学校づくりの推進

⑦学校・家庭・地域等との連携・協働の推進 ⑧教育環境の整備充実

⑨幼児の教育環境の充実

Ⅱ．家庭・地域における教育の推進
関連する
ＳＤＧｓ   

主な施策 ①家庭教育の推進 ②青少年健全育成の推進

Ⅲ．生涯学習の推進
関連する
ＳＤＧｓ      

主な施策
①生涯学習推進体制の充実 ②生涯学習活動の促進

③読書活動の推進

Ⅳ．歴史・文化・芸術活動の推進
関連する
ＳＤＧｓ     

主な施策
①社会教育施設の環境整備 ②芸術・文化活動の促進・支援

③文化財等の保全・活用

Ⅴ．生涯スポーツの充実
関連する
ＳＤＧｓ      

主な施策
①生涯スポーツ施設の整備、充実 ②生涯スポーツ活動の促進

③リーダー・指導者の養成・確保 ④スポーツ安全推進体制の整備

基本目標 豊かな心と学びのあるまちを創る（教育・文化・スポーツ）5

五五つつのの
  しおりしおり あいさつを大きな声でします へんじをはっきりいいます

はきものをきちんとそろえます 時間をきちんとまもりますまわりをいつもきれいにします

14



　住民が主体的にまちづくりに関わることのできる仕組みや体制づくりを進めるとともに、その前提とし

て、性別や国籍等に関わらず、誰もが互いを認め合い、持てる能力を発揮することができるよう、多様性

の理解促進を進めます。

　また、グローバル化が進む中で、多様な交流を推進するとともに、住民に身近で信頼される、効率的で

開かれた行財政運営と、住民サービスの向上に取り組みます。

Ⅰ．住民主体のまちづくりの推進
関連する
ＳＤＧｓ  

主な施策
①住民主体のまちづくり推進体制の充実 ②住民主体のまちづくり活動の促進

③コミュニティ施設の利用促進

Ⅱ．平等に活躍できる環境づくり
関連する
ＳＤＧｓ       

主な施策 ①男女共同参画の推進 ②人権の啓発

Ⅲ．新たな交流の展開
関連する
ＳＤＧｓ   

主な施策 ①平和意識の向上 ②国際交流の推進

Ⅳ．広報・広聴の推進
関連する
ＳＤＧｓ    

主な施策
①広報の充実 ②公聴機会の拡充

③情報公開の推進

Ⅴ．効率的な行財政運営
関連する
ＳＤＧｓ    

主な施策

①行政組織・機構の充実 ②事務改善の推進

③住民サービスの向上 ④効果的な財政の運営

⑤広域行政の推進

基本目標 みんなの参加でまちを創る（協働・行財政運営）6

15



　本計画の策定にあたっては、住民の代表や、有識者、町内で活動する各種団体の代表者で構
成する「時津町総合計画審議会」を開催し、ご意見・ご審議をいただきました。
　また、計画策定の流れの中で、アンケート調査、パブリックコメントを実施し、住民の皆さ
まのご意見を可能な限り計画へ反映するように努め、住民と行政が力を合わせて作り上げた計
画になっています。

計画は策定よりも、その内容を実現していくことが重要です。

本計画の将来像

『生活都市 とぎつ ～誰もが “住みたい”“住み続けたい” 町へ～』
の実現に向けて、これからもみんなで力を合わせて、まちづくりを
進めていきましょう。

第６次時津町総合計画【ダイジェスト版】
　基 本 構 想：令和 3年度～令和 12年度
　前期基本計画：令和 3年度～令和７年度

発行日：令和３年 6月
発　行：時津町

　　　〒 851-2198 
　　　長崎県西彼杵郡時津町浦郷 274-1
　　　ＴＥＬ　095-882-2211（代表）
　　　ＦＡＸ　095-882-9293（代表）
　　　Ｈ　Ｐ　https://www.town.togitsu.nagasaki.jp/

～ 計画策定における住民参画イメージ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６次時津町総合計画

アンケート

調査

時津町

総合計画審議会 パブリック

コメント

６　計画の推進に向けて
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